
昼
間
に
多
く
な
り
ま
す
が
、
睡
眠
中

は
少
な
く
な
り
ま
す
。
書
類
に
汗
じ

み
が
で
き
た
り
、
握
手
を
す
る
際
にパ

不
匙
を
与
え
て
し
ま
っ
た
り
、

ソ
コ
ン
・
携
帯
嘉
な
ど
の
饗
機

器
を
破
損
さ
せ
た
り
と
、
社
会
的
苦

痛
を
答
や
す
い
で
す
。

臨
基
準
と
し
て
、
局
所
的
に
過

可
能
性
あ
れ
ば
皮
膚
科
受
診
を

家
族
歴
が
あ
る
こ
と
⑥
そ
れ
ら
に
ょ

つ
て
日
星
活
に
支
障
が
出
て
い
る

こ
と
ー
で
す
0

多
汗
症
の
可
能
性
が
あ
れ
ぱ
、
皮

膚
科
を
受
ぞ
て
く
だ
さ
い
。
「
原

発
性
局
所
多
汗
症
診
療
ガ
イ
ド
一
ブ
イ

ン
」
で
は
、
治
疾
と
し
て
最
初
に

即
S
騎
%
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
外
用

因
が
な
や
イ
オ
ン
ト
フ
ォ
レ
ー
シ
ス
が
推
奨
し
い
外
用
剤
2
種
が
保
険
適
用
と
な

合
が
あ
り
ま
す
。
イ
オ
ン
ト
フ
ォ
レ

ー
シ
ス
は
、
汗
の
多
い
手
足
を
水
道

水
の
入
っ
た
容
器
の
中
に
浸
し
、

W

S
毅
、
努
の
直
流
電
流
を
流
す
方
法

で
す
。
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回
釦
分
の
通
電
を
8
S
松

回
行
う
と
汗
の
量
が
減
っ
て
き
ま

す
。

わ
き
の
多
汗
症
に
対
し
て
は
、
新

さ
れ
て
い
ま
す
。
塩
イ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
て
し
ま
か
ι
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神戸新聞社

19歳の孫の手や足の汗がひどく

ぬれています。紙を持っていると .、

ベショになって破れるほどです。足の裏に

湿布薬を貼ってもすぐにはがれてしまいま

す。治す方法があれぱ教えてください。

(フ7歳、女性)

令和 4年/ク月▲日( B )
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